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第１８７回運営委員会概要 平成３０年５月１６日（水）１８：３０～１９：３０ 

 

◆会場：柏崎原子力広報センター 1Ｆ実験室 

◆出席委員：桑原会長、石坂副会長、髙桑副会長、三宮、髙橋、田中、三井田 出席委員 ７名 

（欠席委員：千原） 欠席委員 １名 

                        

◆オブザーバー： 原子力規制庁（水野所長） 

資源エネルギー庁（日野所長） 

柏崎市（杵淵主任） 

         東京電力ＨＤ（株）（森田副所長、佐藤英 RC、山本 GＭ） 

 

◆事務局：（公財）柏崎原子力広報センター／竹内事務局長、石黒 

 

 

１ 次回以降定例会内容について（６月、７月、８月）  

   ６月：第１８０回定例会（第１水曜）６月６日(水)１８：３０～２０：５０ 

      ５月１６日(水) 運営委員会 

   ７月：第１８１回定例会（第１水曜）７月４日(水)１８：３０～２０：５０ 

６月 20日(水)  運営委員会 

     ８月：第１８２回定例会（第１水曜）８月１日(水)１８：３０～２０：５０ 

      ７月１８日(水)  運営委員会  

 

◆６月定例会（第 180回、6月 6日）の内容について 

議題： 新規制基準による適合性審査の流れについて                 

・柏崎刈羽原発における新規制基準の適合性審査結果を受け、各種報道では再稼働に向けた 

事実上の合格と言われているが、今後は「工事計画認可」や「保安規定変更認可」など段 

階的に審査が続く。地域の会の委員を含む一般住民として、状況を正しく理解する必要が 

あると思うので、規制庁から一度きちんとした説明を聞きたい。 

・「設置変更許可」とは何か。また、プラント起動を終点とした最終合格までに途中どのよ 

うな審査過程があるのかなどを説明してもらう。 

 

◆７月定例会（第 181回、7月 4日）の内容について 

議題： 委員フリートーク （会の目的、あり方、運営など）              

・１月にもフリートークを行ったが、委員の所属や自己紹介的な話も多くあったので、今回

は一歩踏み込んで、テーマを「会の目的、あり方、運営」などに絞り、8期がスタートし

て 1年経ったが、会のあり方についてどう思うか、透明性を確保するためにどうしていき
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たいなどを委員同士で意見し合うことを目的とする。 

・「前回定例会以降の動き」を実施した後、オブザーバーと傍聴者には退席してもらい、委

員のみでフリートークを行う。 

 

◆８月定例会（第 18２回、８月１日）の内容について 

議題： 未 定                                  

・次月以降の運営委員会で検討する。 

 

２ 委員からの質問・意見について 

提出された質問・意見書について、オブザーバーから文書にて回答することを確認した。 

 

３ 地域の会情報誌「視点」について 

視点第９０号（第 17８回４月定例会分）について、内容を確認した。 

 

４ その他 

① 平成 30年度 県外視察研修について 

視察先：大飯発電所                          

・前回運営委員会での意見を踏まえ、事務局が行政を通じて事前確認したところ、関西

電力（株）大飯発電所が、最近再稼働し、また２基の廃炉が決定しており避難計画、

課題の検証といった点でよい感触を得た。 

・日程候補日 

① 9月 26日（水）、27日（木） 

② 9月 25日（火）、26日（水） 

③ 10月 4日（木）、5日（金） 

の 3パターンの中で、相手先への打診と委員が一番多く参加できる日を調整する。 

  ・原子力発電所の視察以外で、現地の方々との意見交換については、相手方としては、

地域の会のような住民組織はなかなかないため、住民の代表である議会や行政などに

打診する予定。来月、進捗状況を報告する。 

   

② 長岡技術科学大学学生との対話集会について 

  ・テーマなどと併せて委員へ案内する。 

  ・参加申し込み期限は 5月 31日（木）まで。 
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【６月定例会 タイムスケジュール（予定）】       

18：30～19：30 前回定例会以降の動き、質疑応答 

19：30～20：30 新規制基準による適合性審査の流れについて 

20：30～20：50 その他、フリートーク 


